
学校番号 203 

令和３年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 「高等学校 情報の科学」（第一学習社） 

副教材等 情報活用ドリル（中級）/3級完全準拠（P検協会） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1年の「社会と情報」からさらに踏み込んで学習します。プログラミングやモデル化とシミュレー

ションなどの実習課題を通じて、問題解決するための科学的な考え方、手法を体験的に学習しまし

ょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・日常のさまざまな問題を解決するために、コンピュータを活用して情報の収集や整理を行うこと

ができる。 

・コンピュータの仕組みやネットワークの仕組みを理解し、それらを適切に活用できる。 

・情報と情報技術を問題の発見と解決において、効果的に活用するための考え方や方法を習得する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報や情報社会に関 

心をもつ。 

 

・身のまわりの問題を 

解決するために、自 

ら進んで情報及び情 

報技術を活用し、社 

会の情報化の進展に 

主体的に対応しよう 

とする。 

・情報や情報社会にお 

ける身のまわりの問 

題を解決するため 

に、情報に関する科 

学的な見方や考え方 

を活かすとともに情 

報モラルを踏まえ 

て、思考を深め、適 

切に判断し表現して 

いる。 

・情報及び情報技術

を活用するための

基礎的・基本的な

技能を身に付け、

目的に応じて情報

及び情報技術を適

切に扱っている。 

・情報及び情報技術

を活用するための

基礎的・基本的な

知識を身に付け

る。 

 

・社会における情報

及び情報技術の意

義や役割を理解し

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
実習課題 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
レポート、発表 
テストの結果 
自己評価・相互評価 
等 

学習状況の観察 
実習課題 
発表 
実技テストの結果 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
テストの結果 
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
情
報 

○コンピュータで扱う情報 

・アナログとディジタル 

・数値の表現 

・整数と実数 

○さまざまな情報の表現 

・文字の表現 

・画像の表現 

・音と動画の表現 

○パーソナルコンピュータの

しくみ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:コンピュータ内部での数字

や文字の表現、コンピュータ

の動作に関心を持っている。 

b:ディジタル化の特徴につい

て考えることができる。 

c: 2進数、10進数、16進数の

相互変換ができる。必要な情

報量を計算できる。 

d:進数、文字・画像・音と動画

のディジタル化、ハードウェ

ア・ソフトウェアについて理

解している。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

小テスト 

１
学
期 

社
会
と
情
報 

○情報社会の法と個人の責

任 

・個人の権利 

・他人を傷つけないために 

○情報化の光と影 

・情報化の恩恵 

・情報化の課題 

・情報化が生み出したあらた

な犯罪 

○情報モラルに関するレポー

ト作成 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:情報社会でのモラルに関心

を持っている。 

b:情報発信を行うときの責任

について考えることができ

る。 

c:ワープロソフトの基本的な

操作ができる。レポートのテ

ーマを決め、問題解決のため

に自分の考えを整理できる。 

d: 情報社会の人の責任、情報

化の光と影について理解し

ている。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

成果物 

 

2
学
期 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
社
会 

○情報通信ネットワークのしく

み 

・コンピュータネットワークのし 

くみ 

・インターネットのしくみ 

・情報の効率的な伝送 

・電子メール 

・Webのしくみ 

〇Webページ作成 

○  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ a:ネットワークの仕組みに関

心を持とうとしている。 

b:HTML に興味をもち、試行錯

誤しながら、Webページ作成

学習に積極的に取り組もう

としている。 

c: HTML を使って基本的な web

ページを作成できる。 

d: ネットワークの仕組み、電

子メール、Webのしくみにつ

いて理解している。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

小テスト 

成果物 

２
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
情
報 

○コンピュータがはたらくしく

み 

・アルゴリズムとプログラム 

・プログラムをわかりやすく考 

える 

 

○ 

 

 

 

○ ○ ○ 

 

 

 

a:アルゴリズムやフローチャ

ート、プログラムに興味を持

ち、体験的な学習に積極的に

取り組もうとしている。 

b: 考えを試行錯誤しながらフ

ローチャートで表現できる。 

c:簡単なアルゴリズムのプロ

グラムを作成することがで

きる。 

d:フローチャートやアルゴリ

ズムの基本構造について理

解している。 

授業観察 

ワークシート 

成果物 



3
学
期 

問
題
解
決
と
モ
デ
ル
化 

○モデル化とシミュレーション 

・モデル化とシミュレーション 

・いろいろなシミュレーション 

○ ○ ○ ○ a:問題解決のためのシミュレ

ーションについて関心を持

っている。 

b:部屋のシミュレーションに

興味を持ち、試行錯誤しな

がら、その学習に積極的

に取り組もうとしてい

る。 

c:適切なソフトウェアや道具

を用いて、シミュレーション

を行うことができる。 

d:身近な例を通じて、モデル化

とシミュレーションとは何

かを理解している。 

授業観察 

ワークシート 

成果物 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


